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１．第１回HPV検査専門部会振り返り

２．HPV検査単独法を導入する上での
検討項目及び対策案

３．子宮頸がん検診未受診者対策
自己採取HPV検査
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第１回HPV検査専門部会

振り返り
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①国の動向を踏まえ、HPV検査単独法の導入に向けて検討を進める

②ワクチン接種率が欧米と異なることから、日本のデータは不透明な
ところがある。先行自治体の状況を見ながら慎重に進めてもらうと良い

③検査対象者抽出、抽出が複雑な追跡検査等、対象者の絞り込みができる
システム構築が重要である。加えて、人員の確保、精度管理等を含む
HPV検査体制の整備も必要である。

④受診率を一定確保するためには、個別の受診勧奨、未受診者への
再勧奨も丁寧に行うことが重要である。

第１回 専門部会まとめ
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⑤５年に１回では他の婦人科疾患の発見が漏れてしまう懸念がある

⑥市民は細胞診とＨＰＶ検査を混合し、細胞診の結果で「５年後検診で
大丈夫」と理解する方がでることが危惧される。混乱の起こらない啓発を
考えておくことが必要である。

⑦職域や妊婦検診で実施している子宮頸がん検診は「細胞診」を継続
するため、HPV検査の対象年齢の方は、混乱が予想される。

第１回 専門部会まとめ
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【議題１】

HPV検査単独法を導入する上での
検討項目及び対策案
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【HPV検査単独法を導入する上での検討項目】
１．検診間隔と対象年齢

２．⾧期追跡のためのデータベースとフォロー体制の構築

３．転入者への対応

４．精度管理体制の構築（転出者への結果通知など）

５．検診受診率向上のための対策

６．HPV検査対象者への周知・啓発

第１回議論をもとに、上記５つを検討項目と設定
「１～４」については第２回専門部会、「５・６」について第３回専門部会で検討 7



【HPV検査単独法を導入する上での検討項目 対策案】
１．検診間隔と対象年齢

対象年齢 検診間隔 検査方法

20～29歳（偶数の方） ２年に１回 細胞診

30～60歳の節目の方 ５年に１回 HPV検査

30～49歳までで上記以外の方（※） ５年に１回 HPV検査

61歳以上の方 ５年に１回 HPV検査

出典：神戸市がん登録データより2020年 神戸市子宮頸がん年齢調整罹患率（人口10万対 上皮内がんを含む）

※罹患率の高い年齢で節目年齢に受診ができなかった方に受診の機会を提供

30～49歳の年代において罹患率が高いことから
節目のタイミングで受診ができなかった方に
受診機会を提供
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２．⾧期追跡のためのデータベースとフォロー体制の構築
・先行自治体を参考にシステム構築を検討し、構築期間短縮や予算削減を行うべき

→本市の検診データベース保守業者に構築スケジュールなどヒアリング実施
結果、構築完了および運用開始は、R10年度初期と回答を受けた。

・HPVワクチン接種状況と検診結果のリンク
→国の標準化仕様公表後連携について検討を進める。

【HPV検査単独法を導入する上での検討項目 対策案】

３．転入者への対応
・他自治体からの転入者の検診結果を自治体間で連携できるかが課題。

→転入者は節目年齢にかかわらず、HPV検査を実施する。
また、転入の手続き時にHPV検査の情報を発信しできるよう調整を行う。

４．精度管理体制の構築（転出者への結果通知など）

・受診者への公式な検査結果の通知とフォロー勧奨
→受診票に「受診者控え」を追加し、結果及び次回の受診時期を明記する。
→１年後の追跡検査未受診者へ勧奨を行い、受診を促す。
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HPV検査導入検討項目対策案について
課題やその他意見など
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【議題２】

がん検診未受診者対策における

自己採取HPV検査
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未受診者対策における自己採取HPV検査導入の背景

自治体名
北海道（札幌市他10市町村）

調布市（東京都）

志木市（埼玉県）

所沢市（埼玉県）

犬山市（愛知県）

姫路市（兵庫県）

出雲市（島根県）

五島市（⾧崎県）

事業の目的
検診未受診者をがん検診の受診に結び付けるきっかけの提供

国内における導入自治体
（過去実施を含む）

子宮頸がん検診 未受診の理由

「時間がない/面倒」が上位と現状の受診勧奨などの啓発だけでは
受診行動に繋がりにくい
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札幌市 子宮がん検診未受診者対策について（R5年度実績）

事業の概要
検診の未受診者から対象者を選定し、自己採取HPV検査を案内
（25歳かつ直近３年間市の検診を未受診の方）
希望者に検査キットを送付し、自宅で自己採取HPV検査を実施
陽性者には、市子宮がん検診の受診を案内
陰性者には、次回以降市子宮がん検診の受診を案内
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自己採取HPV検査に対する記載事項
○日本産科婦人科学会会員へお知らせ（2019 年 6 月）

・自己採取 HPV 検査を医師が積極的に奨める根拠は得られていません。
・自己採取の手技自体が被検者に十分に理解されているとは言えない現状
・自己採取 HPV 検査が陰性であった女性が、通常の子宮頸がん検診を受けないと

いう深刻な不利益が生じ、現在行われているがん検診全体に混乱や悪影響が及ぶ
可能性が危惧される。

○有効性評価に基づく子宮頸がん検診ガイドライン（2020年３月）
・先進国では 検診受診機会を活用せず未受診を続けてきた者に限定した利用が

考慮されており、検査キット提出率の向上は期待できるが、精密検査受診に
ついては評価されていない。

・医療機関への受診が検診受診への障壁となっている場合は医療機関での精密検査
受診が期待できない。

・HPV検査単独法の自己採取法は、国内でのエビデンスが不足しており、受診率
向上につながるか、精密検査につながるか等 検証が必要である。
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検診未受診者対策として実施している
自己採取HPV検査について
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今後のスケジュール

専門部会及びがん対策推進懇話会の意見を踏まえ、HPV検査導入の方針を本市として決定

１．検診間隔と対象年齢

２．データベースとフォロー体制の構築

３．転入者への対応

４．精度管理体制の構築

導入する上での検討項目の検討

５．検診受診率向上のための対策

６．HPV検査対象者への周知・啓発

第３回 これまでの専門部会の振り返り

第２回 第１回専門部会の振り返り

2025年（R７）6月19日 導入する上での検討項目の検討

未受診者対策自己採取HPV検査

がん対策推進懇話会 専門部会の検討状況報告

2025年（R７）8月頃 意見聴取

がん対策推進懇話会 専門部会の方向性まとめの報告

2026年（R８）夏 意見聴取

2025年（R７）冬 がん対策推進懇話会での追加課題共有

第４回 専門部会及びがん懇話会の振り返り

2026年（R８）春 専門部会としての方向性のまとめ
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以下、参考資料
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横浜市子宮頸がん検診へHPV検査単独法導入

令和７年１月より全国の市町村に先駆け、横浜市が子宮頸がん検診にHPV検査を導入
出典：横浜市 がん検診ホームページより
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横浜市子宮頸がん検診へHPV検査単独法導入
出典：横浜市 がん検診ホームページより
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姫路市子宮頸がん検診へHPV検査単独法導入
出典：姫路市 がん検診ホームページより
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年度末年齢

対象者数

（R6.11.28時点で住民）

①

初回接種数

（累計）

②

初回接種

割合

（②/①）

3回目接種数

（累計）

③

3回目接種割合

（③/①）

28歳 H9年度生まれ 7,617 668 8.77% 506 6.64%

27歳 H10年度生まれ 8,140 806 9.90% 584 7.17%

26歳 H11年度生まれ 8,293 1,054 12.71% 814 9.82%

25歳 H12年度生まれ 8,503 3,069 36.09% 2,218 26.08%

24歳 H13年度生まれ 8,401 3,350 39.88% 2,355 28.03%

23歳 H14年度生まれ 8,285 3,379 40.78% 2,449 29.56%

22歳 H15年度生まれ 7,837 3,406 43.46% 2,449 31.25%

21歳 H16年度生まれ 7,558 3,708 49.06% 3,008 39.80%

20歳 H17年度生まれ 6,758 3,912 57.89% 3,344 49.48%

19歳 H18年度生まれ 6,592 3,859 58.54% 3,233 49.04%

18歳 H19年度生まれ 6,392 3,714 58.10% 3,029 47.39%

17歳 H20年度生まれ 6,541 3,822 58.43% 2,579 39.43%

16歳 H21年度生まれ 6,468 2,529 39.10% 1,002 15.49%

15歳 H22年度生まれ 6,499 1,904 29.30% 490 7.54%

14歳 H23年度生まれ 6,260 1,289 20.59% 136 2.17%

13歳 H24年度生まれ 6,167 708 11.48% 55 0.89%

90,917 34,747 38.22% 26,568 29.22%

は緊急促進事業対象世代

キャッチアップ

定期→キャッチアップ

定期

キャッチアップ＋H20年度生まれ

H27年度以

前の接種歴

は反映なし

子宮頸がんワクチンの初回接種状況
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